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緒　言
介在教育・療法学会では，動物介在教育（以下，

AAE）とは，「教育従事者（あるいは有資格者）が教
育目的や学習目的を設定し，授業計画を立て，学習過
程に動物を導入し，その過程を評価するもの」と定義
している。近年，AAE が注目を集めているが，実際
の現場において，介在動物に対するアレルギーなどの
公衆衛生上の問題や，介在動物についての知識を持
ち，動物を扱える教育従事者がほとんどいないのが現
状である。これらの問題の解決には，アニメーション
やワークシートなどを用いた介在動物を活用しない動
物介在教育指導案が必要であり，学習指導要領につい
ての知識を持ち，かつ介在動物の行動や習性・適正飼
育の知識と動物をハンドリングできる人材の育成が必
要となる。そこで，動物の身体や行動の知識をもった
動物看護師を育成する大学に着目した。今回，事例と
して紹介するのは，日本獣医生命科学大学（以下，日
獣大）の獣医保健看護学科の実習で，公衆衛生に配慮
した介在動物を導入しない動物介在教育指導案（以
下，AAE 指導案）の事例，動物を介在しないアニ
メーションを用いた場合と用いていない場合の AAE
指導案の傾向をまとめたので紹介する。

方　法
日獣大の獣医保健看護学科は，統一認定動物看護師

資格の取得が可能なカリキュラムおよび ASAET の
動物介在教育指導者養成講座の認定校であり，そのカ

リキュラムに基づいた講義と実習を行っている。さら
に教職課程の講義を受け，教員免許を取得することが
可能である。3 年次では，動物介在療法に関して，動
物介在に活用される動物に関する知識，AAE の事例，
学校飼育動物，動物福祉やリスクマネージメントを学
び，4 年次では，3 年次の動物介在療法論の知識を基
礎として，AAE 活動の指導案を考え，その指導案を
行うことや動物を介在させた実践的な実習を行ってい
る。

4 年次学生のうち，2017 年度および 2018 年度に開
講された動物介在療法実習を履修している学生（2017
年度 26 名，2018 年度 25 名）を対象とした。2017 年
度は，ASAET の動物介在教育指導者養成講座で使用
されている動物介在教育の構想をまとめるためのワー
クシート（構想ワークシート）に AAE 指導案を自由
に考案してもらった。2018 年度は，構想ワークシー
ト作成前に，「ハルの日」（一般社団法人 Free Pets 
2016）のアニメーションを鑑賞し，その後構想ワー
クシートを用い AAE 指導案を考案してもらった。「ハ
ルの日」の内容はハルと名付けられた犬が，飼い主の
無責任な飼育放棄により動物愛護センターに連れて行
かれ一生を終える，という内容である。両年度の学生
が立案した AAE 指導案の内容を比較した。本実習は，
人および動物への倫理的配慮および動物福祉の考えを
守り実施された。
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結果および考察
事例

実際に 2018 年度 4 年次学生が考えた AAE 指導案
の事例を紹介する。小学校 3 年生を対象とし，45 分
間の授業を 2 コマ使用する。関連する教科として道
徳，図画工作をあげ，教育効果として共感性，想像
力，表現力を養うことを目的とした。具体的には，

「ハルの気持ちを考えて想像（創造）しよう！」と題
し，ハルの日の動画を小学生に鑑賞させ，ハルの気持
ちをワークシートに記入してもらい，その後 5 人程
度の班を作り，その班でどこを変更すればハルが幸せ
になったかを考えてもらう。考えた内容を基にオリジ
ナルストーリーを作り，紙芝居にして発表する，とい
う指導案を作成した。
2017 年度と 2018 年度の AAE 指導案の比較

この事例のようなハルの日を使用した指導案を考案
したのは，2017 年は 0 件であったが，2018 年度が
12 件であった。本学科には，動物が好きで進学した
学生が多く，そのような学生には「ハルの日」のアニ
メーションは印象深く，強い印象を与える内容であっ
たと考えられ，このアニメーションをプログラムの課
題として選んだ学生が多かったと推測された。また，
犬を活用しない活動は，2017 年は 0 件であったのに
対し，2018 件は 13 件であった。AAE 指導案を作成

する前に，ハルの日などの，実際に AAE 活動に使用
されている犬を活用しない指導案の事例を見せること
で，介在動物を活用できない場合でも AAE が可能で
あることを大学 4 年次学生が理解し，犬を活用しな
い指導案に興味を持ち，自ら作成しようという学生が
多かったことが考えられた。2018 年度の構想ワーク
シートにて，関連する教育活動に「道徳」と記入した
学生は 26 名中 19 名であった。その他の学生が立案
したプログラムを検討したところ，期待される教育的
効果として，「他者への理解・思いやり・生命尊重・
協調性」を上げる学生が 14 名いた。考案者が「ハル
の日」の作成の意図を，的確に理解していたこと，ま
た実際の道徳教育に繋がると感じた学生が多くいたと
考えられた。

総　括
本事例から，学校教育および動物のハンドリングを

学べる大学において，介在動物を活用しない AAE 指
導案の講義を取り入れ実際に実施することは，指導案
を考案する人にとって有益なものであることが分かっ
た。さらにこれを学んだ学生が今後 AAE 活動を行う
際に，介在動物を活用しない方法を応用し様々な人や
場所に対応した活動ができ，AAE 活動が広がってい
く可能性が示唆された。

J. Anim. Edu. Ther. 11, 2020

10


